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主催：和歌山大学観光学会

共催：和歌山大学観光学部

和歌山大学観光学会第７回大会は、 本学大学院観光学研究科生による修士論文／博士論文報告および

2017 年度観光学部卒業論文賞受賞者による発表を行います。

事前の参加申込は不要です。

会員のほか、 一般の方の参加も歓迎いたします。 多くの皆様のご来聴をお待ちしております。

〔プログラム（詳細は裏面参照）〕

　　◆ 2017 年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士前期課程 修士論文発表（Ｍ２成果発表）

    ◆ 2017 年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士前期課程（短期履修コース） 修士論文発表 

                                                                                        （成果発表）

　　◆ 2017 年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士後期課程 報告検討会（Ｄ１、Ｄ２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ポスターセッション〕

　　◆ 2017 年度 和歌山大学観光学部卒業論文賞受賞者による口頭発表
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和歌山大学観光学会 第７回大会　プログラム
2018 年３月 22 日（木）9 時 25 分～ 16 時 20 分

 

9:25 開会の辞

9:30 Signs as Hospitality:Linguistic Landscapes in World Heritage Sites in the Kumano Region,Japan 貴志　くらら

9:45
サーフィンにおけるローカリズムに関する考察
-奄美大島手広海岸を事例として-

近藤　真紀

10:00
地域内文化資本の継承と創造の場としての学校の意義
―和歌山県紀美野町真国地区にみる「地域と学校」の協奏的関係から―

田村　修平

10:15 観光客によるイノベーションの発生とその価値についての考察：宇治市を訪れる中国人アニメ聖地巡礼者を事例に 張　舒婷

休憩

10:40 熊野古道を歩くツーリストの感情の変化についての研究 長野　慎一

10:55
情報及びウェブサイトの品質がネット上口コミ受入意図に及ぼす影響に関する実証研究
-地域グルメに関する若年層の情報検索行動について-

吉川　洋平

Consumer ethnocentrism and attitudes towards tourism destination choices KIMO BOUKAMBA HERMANN

自転車ツーリズムと地域創生 瀬戸　陽子

観光人材に資質に関する研究 福本　賢太

トレイルランニング大会における主催者のリスクマネジメント 山口　志郎

グリーンツーリズム事業による農家女性の主体形成の段階に関する考察 植田　淳子

ドーム映像とヘッドマウントディスプレイ映像における視点の比較 大井田　かおり

旅行会社の商品開発ーユニバーサルツーリズムの視点を基にした考察ー 大島　安奈

BRT活用を中心とした資源枯渇型都市の再開発に関する考察 -中国棗荘市を事例として- 宋　謙

昼休憩

観光地における観光ガイドのパフォーマンス性 岩田　真理子

観光における女性の活躍の現状 ～地域や企業の持続可能な成長における観光と女性の役割とは？ 岡田　美奈子

観光経験がライフスタイル移住意思決定に与える影響 小原　満春

医療観光従事者の意識構造で見た韓国医療観光の発展方案に関する考察 張　美慶

観光地域経済調査と観光まちづくり 森田　金清

農業体験農園による地域コミュニティの変容―東京都練馬区農業体験農園を事例として― 藤井　至

Cross-national analysis of value orientation in pilgrimage sites: Kumano Kodo’s Nakahechi route as case study． PROGANO RICARDO NICOLAS

高齢化、人口減少時代の地方都市へのインバウンド観光誘致施策についての一考察 矢島　正枝

台湾におけるバス規制緩和の政策過程に関する一考察 藍　宜芳

14:00 卒業論文賞、修士論文賞講評 審査委員会委員長

14:05
〔最優秀卒業論文賞〕
和紙産業を対象としたものづくり地域観光の成立条件に関する研究
―産業の持続再生への寄与の視点から―

岡　美里

14:20
〔優秀卒業論文賞〕
サイクルスポーツイベント参加者の大会満足度と再参加意欲に関する研究

八木　悠太

14:35
〔優秀卒業論文賞〕
アニメ聖地巡礼と想起
―巡礼ノートとオートエスノグラフィー分析を通じて―

森脇　瑠美

休憩 14:50～15：00

15:00 Changing social interactions in the new era of sharing - A research regarding host-guest interaction through Airbnb DEMARCSEK EVA

15:15
農業の担い手確保における都市農村交流の意義
-農村ワーキングホリデーを事例に－

貫田　理紗

15:30 Twitter上のつぶやきから見る流行の推移と動向 藤澤　貴光

15:45
How can tourism contribute to the enhancement of intangible cultural heritage of a local  community?
-Case Study of Date Palm Festival,Siwa Oasis,Egypt

MINA KAMAL ASHAM SHAFIEK

16:00
宗教的聖地とスピリチュアルツーリストの関係性に関する一考察
―日本における仏教の聖地、高野山を事例として―

簗田　香織

16:15 閉会の辞

◆2017年度 大学院観光学研究科博士前期課程 修士論文発表 （M2成果発表）②　（各　発表12分、質疑応答3分）　

◆2017年度 大学院観光学研究科博士前期課程 修士論文発表 （M2成果発表）①　（各　発表12分、質疑応答3分）

◆2017年度 大学院観光学研究科博士前期課程（短期履修コース） 修士論文発表 （成果発表）　（各　発表12分、質疑応答3分）

◆2017年度 大学院観光学研究科博士後期課程報告検討会（Ｄ1、D2）①　〔ポスターセッション〕

◆2017年度 大学院観光学研究科博士後期課程報告検討会（Ｄ1、D2）②　〔ポスターセッション〕

11：15～12：05

13：10～13：55

◆2017年度 観光学部卒業論文賞受賞者による口頭発表　（各　発表12分、質疑応答3分）

12：05～13：10

◆閉会

◆開会

10:30～10：40


